
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信 地域） 

平成 28年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 医師確保対策事業 

事業主体 

（連絡先） 

飯山赤十字病院 

0269-62-4195 

事業区分 保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  5,257,440 円（うち支援金： 2,673,000 円） 

動写真） 

①飯山市へ移住のＰＲ 

②医師・看護師の確保 

※自己評価【Ｃ】 

【理由】 

関心は得られたものの、実績には

つながらず、ターゲットを絞り、

詳しい情報を提供する必要があ

る。 

【北陸新幹線車内】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 車内広告により平成２８年４月より非常勤医師１名

が勤務することとなるが、その他は問い合わせにと

どまり、成約となる実績は得られなかった。 

 

② 飯山市への移住に関する問合わせが多数寄せられる

ようになり、平成 28年度に飯山市へ移住した１名を

看護師として採用した。 

（飯山市役所への移住相談件数 

H27：66件→H28：132件） 

 

 

１.北陸新幹線の車内広告（車内額面） 

  

北陸新幹線飯山駅を活かし、首都圏や北陸地域と飯山市

との二地域居住モデルの実現をＰＲすると共に、特に医

師をはじめ、当院の担い手不足である看護師、介護職の

確保を目的とし新幹線車内（二車両）に広告掲出。 

 

飯山市への関心は高まっていることから、県内外の方々に向けさらに当院の広報をしていきた

い。そのために、興味を持って下さる方が求めている情報を、ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋ

といった媒体を利用しタイムリーに発信する。今後も飯山市役所の移住定住課と情報を共有し、

関連するセミナーの開催があれば積極的に参加するなどして連携をはかる。 


